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1. 工事計画添付書類に係る補足説明資料 

Ⅵ-2-8-4-5「緊急時対策所遮蔽の耐震性についての計算書」の記載内容を補足するための

資料を以下に示す。 

 

 

 

別紙 1 応力解析における断面の評価部位の選定 

別紙 1－1 屋根スラブの固有振動数について 
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別紙 1-1 

1. 概要 

本資料は，緊急時対策所遮蔽を構成する屋根スラブの応力解析における断面の評価部位

の選定について示すものである。 
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別紙 1-2 

2. 屋根スラブ 

2.1 評価方針 

屋根スラブについては，屋根スラブ周囲の境界条件を考慮して四辺固定版として評価

する。 

 

2.2 断面の評価部位の選定 

屋根スラブの選定部位については，スパンが長くスラブの応力が大きくなる部位が最

も厳しくなると判断した。 

屋根スラブの評価における荷重の組合せケースを表 2－1 に，屋根スラブの位置及び断

面の評価位置を図 2－1に，屋根スラブのスラブ厚及び配筋を表 2－2に示す。 

屋根スラブの検定値一覧を表 2－3に示す。 

 

表 2－1 荷重の組合せケース 

外力の状態 荷重の組合せ 

Ｓｓ地震時 Ｇ＋Ｐ＋ＳＮＬ＋1.0ＳｓＵＤ 

Ｇ   ：固定荷重 

Ｐ   ：積載荷重 

ＳＮＬ ：積雪荷重 

ＳｓＵＤ ：地震荷重（鉛直方向） 
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別紙 1-3 
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図 2－1 屋根スラブの位置及び断面の評価位置 

（RF，EL 56.6m） 

表 2－2 屋根スラブのスラブ厚及び配筋（RF，EL 56.6m） 

符号 
スラブ厚

（mm） 

配筋（上下共） 

ＮＳ方向 ＥＷ方向 

S1 D25＠200 D25＠200 

表 2－3 屋根スラブの検定値一覧（RF，EL 56.6m） 

符号 

検定値 

曲げモーメント せん断力 

短辺（ＮＳ）方向 長辺（ＥＷ）方向 短辺（ＮＳ）方向 長辺（ＥＷ）方向 

S1 0.30 0.18 0.14 0.13 

注：   は，検定値の最大値を示す。 

：評価対象スラブ 

：評価位置

S1 

（6.00m×8.75m） 
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別紙 1-1-1 

1. 概要 

本資料は，緊急時対策所遮蔽を構成する屋根スラブのうち，Ⅵ-2-8-4-5「緊急時対策所

遮蔽の耐震性についての計算書」（以下「緊急時対策所遮蔽の耐震計算書」という。）にお

いて耐震評価を実施している屋根スラブについて，共振を考慮しないことの妥当性につい

て説明するものである。 
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別紙 1-1-2 

2. 検討方針 

本検討は，緊急時対策所遮蔽の耐震計算書で評価対象としている屋根スラブを対象に，

土木学会「構造力学公式集」に則り，四辺固定長方形版として固有振動数を下式より算定

し，固有振動数が 20Hｚを上回ることを確認する。 

 

ω
ｆ＝

2π
 

2

2λ Ｄ
ω＝π

ρｈa
  

 

ここで，ｆ：固有振動数（Hz） 

ω：固有角振動数（rad/s） 

ａ：短辺方向スパン（m） 

ｂ：長辺方向スパン（m） 

Ｄ：曲げ剛性（N･m） 

ρ：密度（N･s²/m⁴） 

ｈ：スラブ厚さ（m） 

λ：四辺固定長方形版の無次元係数（表 2－1参照） 

 

表 2－1 四辺固定長方形版の無次元係数λ 

 

  

[土木学会「構造力学公式集」による。] 
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別紙 1-1-3 

3. 算定諸元

表 3－1 に固有振動数の算定諸元を示す。無次元係数λについては，表 2－1 よりスラブ

の短辺方向と長辺方向の比から，保守的になるように設定する。 

表 3－1 算定諸元 

ａ 6.00（m） 

ｂ 8.75（m） 

ｂ/ａ 1.46 

Ｄ 2.12×109（N･m） 

ρ 4.63×103（N･s²/m⁴） 

ｈ         （m） 

λ 2.730 
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別紙 1-1-4 

4. 評価結果 

表 4－1に評価結果を示す。評価対象としているスラブの固有振動数は，20Hz以上である

ことを確認した。 

 

表 4－1 評価結果 

評価部位 固有振動数（Hz） 

屋根スラブ 81 
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